
2010年11月期 2011年11月期 2012年11月期 2013年11月期 2014年11月期 2015年11月期 2016年11月期 2017年11月期 2018年11月期 2019年11月期 2020年11月期

〈連結損益状況〉

売上高（百万円） 84,831 87,659 97,357 97,677 100,477 102,854 100,982 103,498 110,538 126,401 104,915

営業利益（百万円） 4,617 5,056 5,337 5,596 6,028 7,342 7,620 8,348 8,368 10,472 9,048

経常利益（百万円） 4,733 4,942 5,401 6,023 6,635 7,799 7,649 9,089 9,128 11,165 12,655

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 2,148 3,102 3,261 3,346 3,572 4,690 5,002 5,270 5,274 6,520 7,121

〈連結財政状態〉

純資産額（百万円） 68,998 67,642 70,046 77,485 79,442 81,807 82,155 89,067 89,195 93,344 95,714

総資産額（百万円） 113,021 111,392 117,792 132,931 133,938 132,749 130,635 140,202 141,644 148,707 147,172

有利子負債額（百万円） 13,659 13,032 15,976 20,678 17,748 16,879 15,413 16,742 18,139 17,476 20,771

〈連結キャッシュフロー状況〉

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 9,194 4,299 5,397 6,180 12,146 6,845 9,514 9,206 5,812 13,694 11,315

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △1,098 △2,183 △3,740 △10,104 △4,061 △2,324 △6,590 △6,695 △2,933 △3,143 △6,225

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △6,936 △5,023 1,505 2,158 △5,334 △4,909 △3,361 △743 △1,483 △2,923 △359

フリーキャッシュフロー（百万円） 8,096 2,116 1,657 △3,924 8,085 4,521 2,924 2,511 2,879 10,551 5,090

現金及び現金同等物の期末残高（百万円） 13,059 10,247 13,525 11,986 14,923 14,686 14,265 15,951 17,425 25,013 29,927

〈１株当たり情報〉

1 株当たり純資産額（円） 863.44 879.84 913.10 1,010.83 1,036.09 1,096.44 1,101.87 1,194.34 1,212.69 1,264.35 1,310.05

1 株当たり当期純利益（円） 26.81 40.13 42.98 44.16 47.15 62.17 67.88 71.52 72.26 89.70 98.57

配当金（円） 18 18 18 18 18 20 22 22 22 26 27

配当性向（％） 67.1 44.9 41.9 40.8 38.2 32.2 32.4 30.8 30.4 29.0 27.4

〈財務データ〉

営業利益率（％） 5.4 5.8 5.5 5.7 6.0 7.1 7.5 8.1 7.6 8.3 8.6

自己資本比率（%） 60.4 60.0 58.8 57.6 58.6 60.9 62.2 62.8 62.2 61.8 63.8

自己資本利益率（ＲＯＥ）（%） 3.1 4.6 4.7 4.6 4.6 5.9 6.2 6.2 6.0 7.2 7.7

設備投資額（百万円） 3,684 2,128 3,678 6,804 6,127 3,066 5,966 6,063 3,227 3,865 3,562

減価償却費（百万円） 3,653 3,494 3,505 3,383 3,671 3,564 3,490 3,681 3,780 3,580 3,669

主要財務データの推移〈11年間〉

— 第 4 章 Data —

財務データ
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2010年11月期 2011年11月期 2012年11月期 2013年11月期 2014年11月期 2015年11月期 2016年11月期 2017年11月期 2018年11月期 2019年11月期 2020年11月期

〈連結損益状況〉

売上高（百万円） 84,831 87,659 97,357 97,677 100,477 102,854 100,982 103,498 110,538 126,401 104,915

営業利益（百万円） 4,617 5,056 5,337 5,596 6,028 7,342 7,620 8,348 8,368 10,472 9,048

経常利益（百万円） 4,733 4,942 5,401 6,023 6,635 7,799 7,649 9,089 9,128 11,165 12,655

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 2,148 3,102 3,261 3,346 3,572 4,690 5,002 5,270 5,274 6,520 7,121

〈連結財政状態〉

純資産額（百万円） 68,998 67,642 70,046 77,485 79,442 81,807 82,155 89,067 89,195 93,344 95,714

総資産額（百万円） 113,021 111,392 117,792 132,931 133,938 132,749 130,635 140,202 141,644 148,707 147,172

有利子負債額（百万円） 13,659 13,032 15,976 20,678 17,748 16,879 15,413 16,742 18,139 17,476 20,771

〈連結キャッシュフロー状況〉

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 9,194 4,299 5,397 6,180 12,146 6,845 9,514 9,206 5,812 13,694 11,315

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △1,098 △2,183 △3,740 △10,104 △4,061 △2,324 △6,590 △6,695 △2,933 △3,143 △6,225

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △6,936 △5,023 1,505 2,158 △5,334 △4,909 △3,361 △743 △1,483 △2,923 △359

フリーキャッシュフロー（百万円） 8,096 2,116 1,657 △3,924 8,085 4,521 2,924 2,511 2,879 10,551 5,090

現金及び現金同等物の期末残高（百万円） 13,059 10,247 13,525 11,986 14,923 14,686 14,265 15,951 17,425 25,013 29,927

〈１株当たり情報〉

1 株当たり純資産額（円） 863.44 879.84 913.10 1,010.83 1,036.09 1,096.44 1,101.87 1,194.34 1,212.69 1,264.35 1,310.05

1 株当たり当期純利益（円） 26.81 40.13 42.98 44.16 47.15 62.17 67.88 71.52 72.26 89.70 98.57

配当金（円） 18 18 18 18 18 20 22 22 22 26 27

配当性向（％） 67.1 44.9 41.9 40.8 38.2 32.2 32.4 30.8 30.4 29.0 27.4

〈財務データ〉

営業利益率（％） 5.4 5.8 5.5 5.7 6.0 7.1 7.5 8.1 7.6 8.3 8.6

自己資本比率（%） 60.4 60.0 58.8 57.6 58.6 60.9 62.2 62.8 62.2 61.8 63.8

自己資本利益率（ＲＯＥ）（%） 3.1 4.6 4.7 4.6 4.6 5.9 6.2 6.2 6.0 7.2 7.7

設備投資額（百万円） 3,684 2,128 3,678 6,804 6,127 3,066 5,966 6,063 3,227 3,865 3,562

減価償却費（百万円） 3,653 3,494 3,505 3,383 3,671 3,564 3,490 3,681 3,780 3,580 3,669
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2016 2017 2018 2019 2020

27272626
222222222222

32.432.4
30.830.8 30.430.4

29.029.0 27.427.4

（11月期）

売上高（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

純資産（百万円）

営業利益（百万円）/ 営業利益率（%）

総資産 /有利子負債（百万円）

自己資本比率（％）

一株当たり配当（円） / 配当性向（%）

現金及び現金同等物の期末残高（百万円）

2019 202020172016 2018 2019 202020172016 2018

設備投資額 /減価償却費（百万円）

104,915104,915

126,401126,401

110,538110,538
103,498103,498100,982100,982

9,0489,048
10,47210,472

8,3688,3688,3488,3487,6207,620

2019 202020172016 2018 2019 202020172016 2018

7,1217,121
6,5206,520

5,2745,2745,2705,2705,0025,002

2019 202020172016 2018

95,71495,71493,34493,344
89,19589,19589,06789,067

82,15582,155

20,77120,771

147,172147,172

17,47617,476

148,707148,707

18,13918,13916,74216,74215,41315,413

130,635130,635
140,202140,202 141,644141,644

2019 202020172016 2018

3,6693,669

3,5623,5623,5803,580
3,8653,8653,7803,7803,6813,6813,4903,490

5,9665,966 6,0636,063

3,2273,227

2019 202020172016 2018

63.863.861.861.862.262.262.862.862.262.2

8.68.68.38.3
7.67.6

8.18.1
7.57.5

自己資本利益率（ROE）（%）

2019 202020172016 2018

7.77.7
7.27.2

6.06.06.26.26.26.2

新型コロナウイルス感染拡大による影響を受け、前期比17.0%減少
2020年11月期の売上高は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受け、
前期比17.0% 減少し、104,915百万円となりました。

フリーキャッシュフロー（百万円）

1 株当たり当期純利益（円）

2019 202020172016 2018

5,0905,090

10,55110,551

2,8792,8792,5112,5112,9242,924

前期比5,461百万円減少
営業キャッシュフロー 11,315百万円に対して投資キャッシュフローは
△6,225百万円で、当期のフリーキャッシュフローは5,090百万円となって
います。

2019 202020172016 2018

29,92729,927

25,01325,013

17,42517,425
15,95115,951

14,26514,265

前期より4,914百万円増加
現金及び現金同等物の期末残高は、前期より4,914百万円増加して29,927
百万円となりました。

営業利益前期比13.6%減少、営業利益率前期比0.3ポイント増加
営業利益は前期比13.6%減少の9,048百万円にとどまりましたが、多様化
したグループ経営によるリスク分散と各々の経営環境への取り組みによ
り、当初計画を上回ることができています。

前期比9.2％増加
2020年5月に資本業務提携した（株）フジコーを持分法適用関連会社としたこ
とで発生した負ののれんの計上により、経常利益および親会社株主に帰属
する当期純利益（前期比9.2%増加）は、いずれも過去最高値を更新しました。

総資産1,535百万円減少、有利子負債3,295百万円増加
現金及び預金、売上債権の減少により総資産額は1,535百万円減少し、
147,172百万円となりました。有利子負債は前期より3,295百万円増加し、
20,771百万円となりました。

2019 202020172016 2018

98.5798.57
89.7089.70

72.2672.2671.5271.5267.8867.88

前期より8.87円増加
1株当たり当期純利益は、前期の89.70円から8.87円増加の98.57円となり
ました。重要な経営指標の一つと考えています。

前期比2.5%増加
純資産は前期比2.5%増加して95,714百万円となりました。その主な内容
は、利益剰余金の増加、およびその他有価証券評価差額金の減少です。また
１株当たり純資産も増加し1,310円5銭となりました。

一株当たり配当を1円増加、配当性向は27.4％へと推移
年間の一株当たり配当金は、前期の26円から1円増加の27円とさせていた
だきました。配当性向につきましては、27.4% と株主還元を意識した高い
水準を維持しています。

前期の61.8%から63.8%へと2ポイント増加
自己資本比率は前期比の61.8%から63.8%へと増加しており、依然高い
水準を維持しています。

前期比0.4ポイント増加
自己資本利益率（ROE)は、前期の7.2%から7.7%となりました。現在推進し
ている中期経営計画における数値目標である7.0%以上を維持しており、今
後も重要な経営指標の一つと考えています。

設備投資額3,562百万円、減価償却費3,669百万円
当期における設備投資額は3,562百万円です。生産設備の新規導入や更新、
商業施設の新設・リニューアルなどが主な内容です。また、減価償却費は
3,669百万円となりました。 

（11月期） （11月期） （11月期）

（11月期）

（11月期）（11月期）（11月期）

（11月期）（11月期）

（11月期）

（11月期）

■営業利益　　　　営業利益率

■■総資産　■■有利子負債

■■設備投資額　■■減価償却費

■一株当たり配当（円）　　　　配当性向（%）

グラフで見る財務データの推移

— 第 4 章 Data —

財務データ
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2016 2017 2018 2019 2020

27272626
222222222222

32.432.4
30.830.8 30.430.4

29.029.0 27.427.4

（11月期）

売上高（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

純資産（百万円）

営業利益（百万円）/ 営業利益率（%）

総資産 /有利子負債（百万円）

自己資本比率（％）

一株当たり配当（円） / 配当性向（%）

現金及び現金同等物の期末残高（百万円）

2019 202020172016 2018 2019 202020172016 2018

設備投資額 /減価償却費（百万円）

104,915104,915

126,401126,401

110,538110,538
103,498103,498100,982100,982

9,0489,048
10,47210,472

8,3688,3688,3488,3487,6207,620

2019 202020172016 2018 2019 202020172016 2018

7,1217,121
6,5206,520

5,2745,2745,2705,2705,0025,002

2019 202020172016 2018

95,71495,71493,34493,344
89,19589,19589,06789,067

82,15582,155

20,77120,771

147,172147,172

17,47617,476

148,707148,707

18,13918,13916,74216,74215,41315,413

130,635130,635
140,202140,202 141,644141,644

2019 202020172016 2018

3,6693,669

3,5623,5623,5803,580
3,8653,8653,7803,7803,6813,6813,4903,490

5,9665,966 6,0636,063

3,2273,227

2019 202020172016 2018

63.863.861.861.862.262.262.862.862.262.2

8.68.68.38.3
7.67.6

8.18.1
7.57.5

自己資本利益率（ROE）（%）

2019 202020172016 2018

7.77.7
7.27.2

6.06.06.26.26.26.2

新型コロナウイルス感染拡大による影響を受け、前期比17.0%減少
2020年11月期の売上高は、新型コロナウイルス感染拡大による影響を受け、
前期比17.0% 減少し、104,915百万円となりました。

フリーキャッシュフロー（百万円）

1 株当たり当期純利益（円）

2019 202020172016 2018

5,0905,090

10,55110,551

2,8792,8792,5112,5112,9242,924

前期比5,461百万円減少
営業キャッシュフロー 11,315百万円に対して投資キャッシュフローは
△6,225百万円で、当期のフリーキャッシュフローは5,090百万円となって
います。

2019 202020172016 2018

29,92729,927

25,01325,013

17,42517,425
15,95115,951

14,26514,265

前期より4,914百万円増加
現金及び現金同等物の期末残高は、前期より4,914百万円増加して29,927
百万円となりました。

営業利益前期比13.6%減少、営業利益率前期比0.3ポイント増加
営業利益は前期比13.6%減少の9,048百万円にとどまりましたが、多様化
したグループ経営によるリスク分散と各々の経営環境への取り組みによ
り、当初計画を上回ることができています。

前期比9.2％増加
2020年5月に資本業務提携した（株）フジコーを持分法適用関連会社としたこ
とで発生した負ののれんの計上により、経常利益および親会社株主に帰属
する当期純利益（前期比9.2%増加）は、いずれも過去最高値を更新しました。

総資産1,535百万円減少、有利子負債3,295百万円増加
現金及び預金、売上債権の減少により総資産額は1,535百万円減少し、
147,172百万円となりました。有利子負債は前期より3,295百万円増加し、
20,771百万円となりました。

2019 202020172016 2018

98.5798.57
89.7089.70

72.2672.2671.5271.5267.8867.88

前期より8.87円増加
1株当たり当期純利益は、前期の89.70円から8.87円増加の98.57円となり
ました。重要な経営指標の一つと考えています。

前期比2.5%増加
純資産は前期比2.5%増加して95,714百万円となりました。その主な内容
は、利益剰余金の増加、およびその他有価証券評価差額金の減少です。また
１株当たり純資産も増加し1,310円5銭となりました。

一株当たり配当を1円増加、配当性向は27.4％へと推移
年間の一株当たり配当金は、前期の26円から1円増加の27円とさせていた
だきました。配当性向につきましては、27.4% と株主還元を意識した高い
水準を維持しています。

前期の61.8%から63.8%へと2ポイント増加
自己資本比率は前期比の61.8%から63.8%へと増加しており、依然高い
水準を維持しています。

前期比0.4ポイント増加
自己資本利益率（ROE)は、前期の7.2%から7.7%となりました。現在推進し
ている中期経営計画における数値目標である7.0%以上を維持しており、今
後も重要な経営指標の一つと考えています。

設備投資額3,562百万円、減価償却費3,669百万円
当期における設備投資額は3,562百万円です。生産設備の新規導入や更新、
商業施設の新設・リニューアルなどが主な内容です。また、減価償却費は
3,669百万円となりました。 

（11月期） （11月期） （11月期）

（11月期）

（11月期）（11月期）（11月期）

（11月期）（11月期）

（11月期）

（11月期）

■営業利益　　　　営業利益率

■■総資産　■■有利子負債

■■設備投資額　■■減価償却費

■一株当たり配当（円）　　　　配当性向（%）
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1859~ 1946~

ニッケグループの成長と変化の歴史

— 第 4 章 Data —

1859 1945 1946 20232021

1896年
日本毛織株式会社　設立

1899年
加古川工場操業開始　赤毛布製造
1900年
陸海軍省に初めて毛布を納入
1902年
東京出張所開設（1913年 支店に昇格）
1903年
技術者のヨーロッパ派遣
1904年
創業以来初めての好業績、ウールのニッ
ケの基礎を確立
1913年
日本毛糸紡績株式会社設立

1917年
日本フェルト帽体（株）( 現・アンビック
（株））創立　川西清兵衛出資
1918年
日本毛糸紡績（株）（旧姫路工場、旧岐阜
工場）吸収合併
1919年
印南工場操業開始
1928年
昭和毛絲紡績（株）設立
東京支店、麹町区有楽町1丁目１の丸ビ
ル1階に移転、ショールームを併設
1929年
女子深夜業廃止、先後2交代制開始、こ
れに先立ち各工場に学習所を設置、後に
女学校へ
1935年
日毛岐阜女学校　普通女学校認可
1937年
神戸市神戸区明石町47に本社ビル（現・
本店）建設
1941年
共立モスリン（株）（旧中山工場・旧館林
工場）を吸収合併
1942年
昭和毛絲紡績（株）（旧弥冨工場・旧一宮
工場）を吸収合併
1945年
空襲により中山・姫路・岐阜・一宮工場被災
明石町本社ビル連合軍総司令部（GHQ）
に接収

1949年
新制東京証券取引所設立、同年1部に
上場　証券コード3201
1958年
鵜沼工場操業開始（現・岐阜工場）
1959年
伊勢湾台風の被害をまぬかれた弥冨工
場が地域援助に尽力
1961年
ニッケ不動産（株）設立　信成商事（株）
（現・ニッケ商事（株））の経営に参加
1964年
日本でのウールマーク使用認可第1号
を取得
1966年
スクールユニフォームの全国販売ネット
ワークの展開
1967年
アカツキ商事（株）設立
1970年
ニッケ機械製作所を設置
（1978年（株）ニッケ機械製作所として独立）
1974年～1975年
赤字決算、構造改善と生産体制の再構築
1976年
加古川・印南両工場を統合し印南工場
とする
1982年
中山工場閉鎖

1984年
加古川工場跡地にショッピングセンター、
ニッケパークタウンオープン
1987年
（株）ニッケレジャーサービス設立
1988年
千葉県市川市中山工場跡地にショッ
ピング・飲食・スポーツなどの複合施設
ニッケコルトンプラザオープン
1990年
「加古川マラソン」に単独協賛、以後毎年協賛
ニッケミラノオフィス開設
1996年
創立100周年
愛知県一宮市にニッケ創作工房を開設
1998年
中国青島市に青島日毛織物有限公司設立
（株）中日毛織をグループ会社化
（現・大成毛織（株））
大成毛織（株）にて毛織物の量産開始
1999年
（株）ニッケインドアテニス設立
2001年
信成商事（株）・松本（株）・エイコー寝装
（株）の3社が統合しニッケ商事（株）が発足
2002年
（株）ニッケ・ケアサービス設立
不織布・フェルト製造のアンビック（株）を
グループ会社化
2003年
携帯電話販売代理店（株）ジーシーシー
をグループ会社化
2004年
関西メディア販売（株）をグループ会社化
（現・ニッケアウデオSAD（株））
2006年
スポーツ用品・釣糸・産業用資材製造・
販売の（株）ゴーセンをグループ会社化
繊維商社（株）ナカヒロをグループ会社化
佐藤産業（株）をグループ会社化

2007年
連結売上高1,000億円を超える
NN120ビジョン策定、「繊維」「非繊維」
の意識をなくし、全ての事業を「本業」と
位置づけ6事業部制に
2008年
通称社名ニッケを採用 
2009年
リーマンショック後の景気後退を受けて
業績悪化対応策を実施
定年年次を延長、65歳定年制に移行
2011年
（株）友栄をグループ会社化
2012年
日毛（上海）管理有限公司を設立
NN120ビジョン第2次中期経営計画
4事業部制へ変更
2013年
スタンプインク製造・販売の（株）ツキネコ
をグループ会社化
ニッケタイランド設立
芦森工業（株）の株式を取得（現・持分法
適用関連会社）
ニッケまちなか発電所明石土山開業 
2014年
寝具・寝装品製造販売の（株）ナイスディ
をグループ会社化
2015年
日本パムコ（株）をグループ会社化
防刃素材を扱う杉本織物（株）をグループ
化（現・（株）ナカヒロ）
2016年
創立120周年
RN130ビジョン策定

2016年
スタンプ用品を扱う（株）こどものかおを
グループ会社化
「工房からの風」がメセナアワード大賞
2016「メセナ大賞」を受賞
家具販売卸のミヤコ商事（株）をグループ
会社化
2017年
産業用資材・機器貿易商社の（株）エミー
をグループ会社化
「工房からの風」がグッドデザイン賞受賞
2018年
繊維技術を活かした試薬・医療機器開
発の（株）ニッケ・メディカル設立
中国スクールユニフォーム業務展開のた
め青島日毛織物有限公司分公司を上海
に設立
デザイン家電・インテリア雑貨・化粧品
のネット販売・小売の（株）AQUAをグ
ループ会社化
2019年
医療機器販売の（株）京都医療設計をグ
ループ会社化
（株）日本馬事普及をグループ会社化
10期連続営業利益増益を達成
2020年
第一織物（株）をグループ会社化
（株）フジコーと資本業務提携
（株）ニッケインドアテニスと（株）ニッ
ケレジャーサービスを統合し、（株）ニッ
ケウェルネスを設立
（株）中田工務店をグループ化

日本毛織の出来事

〈1859～1941〉ニッケの創業の時代 〈1970～1995〉構造改革時代　〈1996～2015〉ニッケグループ第二世紀へ　〈2016～〉創業 130 年に向けて
〈1946～1960〉
戦後の復興～
高度成長時代

リニューアル・ニッケ
130ビジョン

図案化された文字「毛」
を太陽で囲んで日毛を
表した当社の商標

創業者：川西 清兵衛
六代目川西 清兵衛を
襲名した33歳の頃

初代社長
川西 清兵衛
1896年	12月～1943年12月	 社長
1943年	12月～1947年  7月	会長

第二代社長
川西 清司
1943年	12月～
1946年	 4月

第三代社長
太田 威彦
1946年4月～
1963年1月

第四代・第六代社長
阿部 荘吉
1963年1月～
1971年7月
1975年1月～
1979年2月

第五代社長
玉手 弘信
1971年7月～
1975年1月

第七代社長
沼波 文雄
1979年2月～
1985年2月

勤
つ と め て う ま ず

而不倦 一
いつもってこれをつらぬく

以 貫 之 受け継がれてきたニッケスピリッツ
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20231946~1859 1945 1946 20232021

1896年
日本毛織株式会社　設立

1899年
加古川工場操業開始　赤毛布製造
1900年
陸海軍省に初めて毛布を納入
1902年
東京出張所開設（1913年 支店に昇格）
1903年
技術者のヨーロッパ派遣
1904年
創業以来初めての好業績、ウールのニッ
ケの基礎を確立
1913年
日本毛糸紡績株式会社設立

1917年
日本フェルト帽体（株）( 現・アンビック
（株））創立　川西清兵衛出資
1918年
日本毛糸紡績（株）（旧姫路工場、旧岐阜
工場）吸収合併
1919年
印南工場操業開始
1928年
昭和毛絲紡績（株）設立
東京支店、麹町区有楽町1丁目１の丸ビ
ル1階に移転、ショールームを併設
1929年
女子深夜業廃止、先後2交代制開始、こ
れに先立ち各工場に学習所を設置、後に
女学校へ
1935年
日毛岐阜女学校　普通女学校認可
1937年
神戸市神戸区明石町47に本社ビル（現・
本店）建設
1941年
共立モスリン（株）（旧中山工場・旧館林
工場）を吸収合併
1942年
昭和毛絲紡績（株）（旧弥冨工場・旧一宮
工場）を吸収合併
1945年
空襲により中山・姫路・岐阜・一宮工場被災
明石町本社ビル連合軍総司令部（GHQ）
に接収

1949年
新制東京証券取引所設立、同年1部に
上場　証券コード3201
1958年
鵜沼工場操業開始（現・岐阜工場）
1959年
伊勢湾台風の被害をまぬかれた弥冨工
場が地域援助に尽力
1961年
ニッケ不動産（株）設立　信成商事（株）
（現・ニッケ商事（株））の経営に参加
1964年
日本でのウールマーク使用認可第1号
を取得
1966年
スクールユニフォームの全国販売ネット
ワークの展開
1967年
アカツキ商事（株）設立
1970年
ニッケ機械製作所を設置
（1978年（株）ニッケ機械製作所として独立）
1974年～1975年
赤字決算、構造改善と生産体制の再構築
1976年
加古川・印南両工場を統合し印南工場
とする
1982年
中山工場閉鎖

1984年
加古川工場跡地にショッピングセンター、
ニッケパークタウンオープン
1987年
（株）ニッケレジャーサービス設立
1988年
千葉県市川市中山工場跡地にショッ
ピング・飲食・スポーツなどの複合施設
ニッケコルトンプラザオープン
1990年
「加古川マラソン」に単独協賛、以後毎年協賛
ニッケミラノオフィス開設
1996年
創立100周年
愛知県一宮市にニッケ創作工房を開設
1998年
中国青島市に青島日毛織物有限公司設立
（株）中日毛織をグループ会社化
（現・大成毛織（株））
大成毛織（株）にて毛織物の量産開始
1999年
（株）ニッケインドアテニス設立
2001年
信成商事（株）・松本（株）・エイコー寝装
（株）の3社が統合しニッケ商事（株）が発足
2002年
（株）ニッケ・ケアサービス設立
不織布・フェルト製造のアンビック（株）を
グループ会社化
2003年
携帯電話販売代理店（株）ジーシーシー
をグループ会社化
2004年
関西メディア販売（株）をグループ会社化
（現・ニッケアウデオSAD（株））
2006年
スポーツ用品・釣糸・産業用資材製造・
販売の（株）ゴーセンをグループ会社化
繊維商社（株）ナカヒロをグループ会社化
佐藤産業（株）をグループ会社化

2007年
連結売上高1,000億円を超える
NN120ビジョン策定、「繊維」「非繊維」
の意識をなくし、全ての事業を「本業」と
位置づけ6事業部制に
2008年
通称社名ニッケを採用 
2009年
リーマンショック後の景気後退を受けて
業績悪化対応策を実施
定年年次を延長、65歳定年制に移行
2011年
（株）友栄をグループ会社化
2012年
日毛（上海）管理有限公司を設立
NN120ビジョン第2次中期経営計画
4事業部制へ変更
2013年
スタンプインク製造・販売の（株）ツキネコ
をグループ会社化
ニッケタイランド設立
芦森工業（株）の株式を取得（現・持分法
適用関連会社）
ニッケまちなか発電所明石土山開業 
2014年
寝具・寝装品製造販売の（株）ナイスディ
をグループ会社化
2015年
日本パムコ（株）をグループ会社化
防刃素材を扱う杉本織物（株）をグループ
化（現・（株）ナカヒロ）
2016年
創立120周年
RN130ビジョン策定

2016年
スタンプ用品を扱う（株）こどものかおを
グループ会社化
「工房からの風」がメセナアワード大賞
2016「メセナ大賞」を受賞
家具販売卸のミヤコ商事（株）をグループ
会社化
2017年
産業用資材・機器貿易商社の（株）エミー
をグループ会社化
「工房からの風」がグッドデザイン賞受賞
2018年
繊維技術を活かした試薬・医療機器開
発の（株）ニッケ・メディカル設立
中国スクールユニフォーム業務展開のた
め青島日毛織物有限公司分公司を上海
に設立
デザイン家電・インテリア雑貨・化粧品
のネット販売・小売の（株）AQUAをグ
ループ会社化
2019年
医療機器販売の（株）京都医療設計をグ
ループ会社化
（株）日本馬事普及をグループ会社化
10期連続営業利益増益を達成
2020年
第一織物（株）をグループ会社化
（株）フジコーと資本業務提携
（株）ニッケインドアテニスと（株）ニッ
ケレジャーサービスを統合し、（株）ニッ
ケウェルネスを設立
（株）中田工務店をグループ化

日本毛織の出来事

〈1859～1941〉ニッケの創業の時代 〈1970～1995〉構造改革時代　〈1996～2015〉ニッケグループ第二世紀へ　〈2016～〉創業 130 年に向けて
〈1946～1960〉
戦後の復興～
高度成長時代

リニューアル・ニッケ
130ビジョン

第八代社長
砂川 逸郎
1985年2月～
1991年2月

第九代社長
白羽 三雄
1991年2月～
1995年2月
現：名誉顧問

第十代社長
富田 勇一
1995年2月～
2001年2月
現：名誉顧問

第十一代社長
中井 宏明
2001年2月～
2004年2月
現：名誉顧問

第十二代社長
降井 利光
2004年2月～
2009年11月

第十三代社長
佐藤 光由
2009年	12月～
2016年	 2月
現：取締役会議長

第十四代社長
富田 一弥
2016年2月～
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日本全国へ、さらに世界へ
「みらい生活創造企業」として成長を続けています。

ニッケミラノオフィス

日毛（上海）管理有限公司

青島日毛織物有限公司 上海分公司

上海高繊制紐有限公司

安碧克（上海）貿易有限公司

ゴーセンタイランド

ニッケタイランド

アンビック株式会社 ▶不織布・フェルトの製造販売

日本フエルト工業株式会社

億明貿易（厦門）有限公司

ニッケ中四国・九州営業所

ニッケ東京支社

アカツキ商事株式会社 ▶衣料用素材・商品の販売 

佐藤産業株式会社 ▶衣料商品の販売および不動産の賃貸

株式会社スクーデリア

株式会社ツキネコ ▶スタンプインク製造販売

ミヤコ商事株式会社 ▶家具・室内装飾品・日用品雑貨等の販売

株式会社こどものかお

株式会社日本馬事普及

ニッケ大阪本社

株式会社ニッケ・メディカル

株式会社ナカヒロ ▶衣料用素材・商品の販売

株式会社ゴーセン ▶スポーツ用品・釣糸・産業資材の製造販売

株式会社エミー ▶産業資材・プラント設備等の輸出入

ニッケアウデオSAD株式会社 ▶フランチャイズ事業・キッズ事業

株式会社ジーシーシー

株式会社ニッケ・マーキュリー

ニッケ商事株式会社 ▶

株式会社友栄 ▶100円ショップ向け雑貨の卸売り

ニッケコルトンプラザ

ニッケ・タウンパートナーズ株式会社

日本パムコ株式会社

コスモ・メンテナンス株式会社

株式会社ニッケナーサリー株式会社ナイスデイ ▶家具・寝装品・インテリアの製造販売

株式会社AQUA ▶デザイン家電、インテリア雑貨、化粧品のネット販売・小売    

ニッケ一宮事業所

ニッケ創作工房

株式会社ニッケテキスタイル ▶毛糸・テキスタイル販売

大成毛織株式会社

株式会社ニッケ起ダイイング

尾州ウール株式会社

株式会社ニッケウエルネス ▶スポーツ関連事業

株式会社ニッケ・ケアサービス ▶介護事業

株式会社ニッケ物流

ニッケ印南工場

ニッケパークタウン

ニッケ乗馬クラブ・クレイン加古川

株式会社ニッケ機械製作所 ▶産業用機械の製造販売

株式会社ニッケライフ

株式会社京都医療設計

株式会社京阪電気商会

金屋ニット株式会社

ニッケ神戸本店

ニッケ不動産株式会社 ▶建設・不動産

株式会社中田工務店

株式会社 ニットーファミリー

株式会社IDクリエイト

ニッケ岐阜工場

ニッケ名古屋営業所

ホクレン株式会社

寝装品・手編毛糸・イージーオーダーの販売、
馬具・乗馬用品の販売および貿易代行

青島日毛織物有限公司 ▶毛織物製造

江陰安碧克特種紡織品有限公司

億明貿易（厦門）有限公司　昆山分公司

株式会社キューテック

第一織物株式会社

ニッケ

衣料繊維事業

産業機材事業

生活流通事業

人とみらい開発事業

株式会社艶金

— 第 4 章 Data —

事 業 拠 点
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日本全国へ、さらに世界へ
「みらい生活創造企業」として成長を続けています。

ニッケミラノオフィス

日毛（上海）管理有限公司

青島日毛織物有限公司 上海分公司

上海高繊制紐有限公司

安碧克（上海）貿易有限公司

ゴーセンタイランド

ニッケタイランド

アンビック株式会社 ▶不織布・フェルトの製造販売

日本フエルト工業株式会社

億明貿易（厦門）有限公司

ニッケ中四国・九州営業所

ニッケ東京支社

アカツキ商事株式会社 ▶衣料用素材・商品の販売 

佐藤産業株式会社 ▶衣料商品の販売および不動産の賃貸

株式会社スクーデリア

株式会社ツキネコ ▶スタンプインク製造販売

ミヤコ商事株式会社 ▶家具・室内装飾品・日用品雑貨等の販売

株式会社こどものかお

株式会社日本馬事普及

ニッケ大阪本社

株式会社ニッケ・メディカル

株式会社ナカヒロ ▶衣料用素材・商品の販売

株式会社ゴーセン ▶スポーツ用品・釣糸・産業資材の製造販売

株式会社エミー ▶産業資材・プラント設備等の輸出入

ニッケアウデオSAD株式会社 ▶フランチャイズ事業・キッズ事業

株式会社ジーシーシー

株式会社ニッケ・マーキュリー

ニッケ商事株式会社 ▶

株式会社友栄 ▶100円ショップ向け雑貨の卸売り

ニッケコルトンプラザ

ニッケ・タウンパートナーズ株式会社

日本パムコ株式会社

コスモ・メンテナンス株式会社

株式会社ニッケナーサリー株式会社ナイスデイ ▶家具・寝装品・インテリアの製造販売

株式会社AQUA ▶デザイン家電、インテリア雑貨、化粧品のネット販売・小売    

ニッケ一宮事業所

ニッケ創作工房

株式会社ニッケテキスタイル ▶毛糸・テキスタイル販売

大成毛織株式会社

株式会社ニッケ起ダイイング

尾州ウール株式会社

株式会社ニッケウエルネス ▶スポーツ関連事業

株式会社ニッケ・ケアサービス ▶介護事業

株式会社ニッケ物流

ニッケ印南工場

ニッケパークタウン

ニッケ乗馬クラブ・クレイン加古川

株式会社ニッケ機械製作所 ▶産業用機械の製造販売

株式会社ニッケライフ

株式会社京都医療設計

株式会社京阪電気商会

金屋ニット株式会社

ニッケ神戸本店

ニッケ不動産株式会社 ▶建設・不動産

株式会社中田工務店

株式会社 ニットーファミリー

株式会社IDクリエイト

ニッケ岐阜工場

ニッケ名古屋営業所

ホクレン株式会社

寝装品・手編毛糸・イージーオーダーの販売、
馬具・乗馬用品の販売および貿易代行

青島日毛織物有限公司 ▶毛織物製造

江陰安碧克特種紡織品有限公司

億明貿易（厦門）有限公司　昆山分公司

株式会社キューテック

第一織物株式会社

ニッケ

衣料繊維事業

産業機材事業

生活流通事業

人とみらい開発事業

株式会社艶金
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IRサイト

通称社名

社 名

本 社

設 立 

資 本 金

従業員数

上場区分

代 表 者

ニッケ

日本毛織株式会社

〒541-0048　大阪市中央区瓦町3丁目3-10

1896年（明治29年）12月3日

6,465（百万円）

連結：4,770名
単独：504名（2020年11月30日現在）

東証１部

ニッケグループ代表
代表取締役社長
富田 一弥（とみた かずや）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社みずほ銀行
株式会社三井住友銀行
日清紡ホールディングス株式会社
株式会社三菱UFJ銀行 
株式会社日本カストディ銀行 （信託口）
株式会社竹中工務店
日本生命保険相互会社
ニッケ従業員持株会
帝人フロンティア株式会社

3,730,000
3,198,000
3,198,000
2,763,000
2,540,000
2,407,000
2,000,000
1,747,000
1,551,000
1,396,000

株主名 所有株式数（株）

所有者別株式分布状況（2020年11月30日現在）大株主の状況（2020年11月30日現在）

個人・その他
37.40%

外国法人等
8.94%

金融機関
30.10%

その他
国内法人
21.78%

金融商品
取引業者
1.79%

(注)当社の所有する自己株式14,752,611株は上記の表には含めておりません。

https://www.nikke.co.jp/

https://www.nikke.co.jp/ir/

WEBサイトの紹介
ニッケグループの最新情報
や業績などは、コーポレー
トサイトならびにIR情報
ページをご覧ください。

— 第 4 章 Data —

会 社 概 要（2020年11月30日現在）
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お問い
合わせ先

TEL:06−6205−6601  FAX:06−6205−6684 
E-mail：webmaster@nikke.co.jp

企業情報に関するご意見・ご質問は、連絡先を
お聞きした上で関係部署から返答させていた
だきます。
※返答は後日になる場合もございますので、
ご了承くださいますようお願いいたします。

ニッケ経営戦略センター 総務法務広報室

“人と地球に「やさしく、あったかい」企業グループ”
として、

わたしたちは情熱と誇りをもって
チャレンジして行きます。
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